













Career Education at Koriyama Women
,
s University and College
from the Case of Career Design I
Career Education (Career Design) has appeared as a common basic subject at Koriyama 
Women,s University and College and is now in its seventh year. There they are striving to 
foster “power to create” and “power to be involved” as the basic skills to utilize the specialized 
knowledge learned at universities. In the three-year plan, we worked on improving the content 
of the lessons, reviewed our original textbooks, and last year we revised the lesson content and 
textbook for the third time and reported it at a conference. In this research paper, we will report 






































































































































































































































































































































































































































































































福祉情報 食物栄養 幼児教育 生活芸術 音楽 文化 計 人間生活 食物栄養 計
平成25年
（2013）
学生数 14 14 50 49 123 123 9 9 5 5 10 9 211（229） 209 56 54 56 54
比率 100％ 100％ 100％ 98％ 100％ 100％ 90％ 100％ 62％ 100％ 42％ 90％ 92％ 99％ 95％ 96％ 95％ 96％
平成26年
（2014）
学生数 21 21 51 45 116 109 9 8 0 0 21 21 218（238） 204 5 5 31 29 36 34
比率 100％ 100％ 100％ 88％ 100％ 94％ 41％ 89％ 0％ 0％ 100％ 100％ 92％ 94％ 42％ 100％ 48％ 94％ 46％ 94％
平成27年
（2015）







比率 100％ 100％ 89％ 100％ 100％ 98％ 64％ 78％ 57％ 0％ 100％ 95％ 95％ 95％ 85％ 94％ 54％ 81％ 62％ 85％
平成28年
（2016）













比率 100％ 100％ 93％ 100％ 100％ 96％ 85％ 91％ 75％ 100％ 100％ 91％ 96％ 96％ 30％ 100％ 91％ 100％ 82％ 100％
平成29年
（2017）
学生数 15 15 53 53 33（146） 32
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24 前掲、第2期教材集『キャリアデザイン』44 ～ 55頁は、心理学を専門とすると共に学生相談室も
担当する堀が担当し、近年の学生たちに極めて重要な能力のワークとして導入した。
 堀は本年8月29日に開催された第69回東北・北海道地区大学等高等・共通教育研究会（弘前大学）
の第3分科会「キャリア教育の新しい課題」の話題提供者として本学の事例を報告している。堀
琴美「郡山女子大学のキャリア教育の試み」（『第69回東北・北海道地区大学等高等・共通教育研
究会』パンフレット）20頁。講演論集が間もなく刊行される予定である。
 アサーションを知らなかった桑野が手にした参考文献は、アン・ディクソン／山本光子　訳『ア
サーチブネスのすすめ─前向きに生きようよ女性たち！』拓殖書房　1991年。またキャリア教育
にアサーションを導入した事例報告としては、鈴木浩子「キャリア教育科目「キャリアデザインⅠ」
の授業デザイン─2年間の実践と今後の展開」（『明星大学明星教育センター紀要』第7号　2017
年）65～69頁参照。アサーションの学校教育における重要性の指摘は、見舘好隆「キャリア教育の
授業改善の成果とその要因分析」（『人材教育研究』第10巻第1号・第11巻第1号　合併号　2015
年）31～42頁参照。
25 前掲、第2期教材集『キャリアデザインⅠ・Ⅱ』に記載される当時の授業担当者は、泉秀生・磯
部哲夫・桑野聡・佐久間邦友・知野愛・古川督・堀琴美・安田純子・山口猛・渡辺英勝である。
26 2017年度から弁護士の阿部亜巳氏にこの回の講義を依頼している。豊富なケーススタディが学生
たちに効果的であることがリアクションペーパーからも確認できる。
27 外部講師の講義をはじめ、教養・キャリア教育委員会では「キャリアデザインⅠ」の授業を定期
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的に大学ホームページの「郡山女子大学の特徴」内「キャリア教育」のサイトで紹介している。
http://www.koriyama-kgc.ac.jp/departments/carrier
28 第3期教材集『キャリアデザイン─大学の教養・キャリア教育のスタートをバックアップ！』郡
山女子大学教養・キャリア教育委員会　2019年3月。今期の授業内容改定準備に参加すると共に
大学・短大の授業を担当するのは、本論の共同執筆者となっている9人である。
29 前掲、第3期教材集『キャリアデザイン』24～31頁は、家族関係学・女性史の知野を中心に、家
政学の安田が協力して作成した。女子大の先行事例としては、横田明子「女子大学生のキャリ
ア形成意識とワーク・ライフ・バランス」（『広島大学大学院教育研究科紀要』第二部　第65号　
2016年）265～271頁参照。またこの分野の研究状況については、青柳健隆「日本におけるワーク
ライフバランス論の全体像─質的手法による概念モデル生成」（『関東学院大学経済経営研究所年
報』第39集　2017年）74～81頁が示唆的である。
30 前掲、第3期教材集『キャリアデザイン』32頁の「ライフ・キャリアの虹」参照。キャリア教育
における「ライフ・キャリアの虹」が示すスーパーのキャリア発達の理論の重要性については、
菊池武剋「特集　この学問の生成と発展　教育・心理　キャリア教育」（『日本労働件研究雑誌』
№621　2012年4月）50～53頁参照。
31 第1回は8月28日（水）9：30～12：30、822教室、第2回は9月5日（木）9：30～12：30、822教室
で実施した。
32 前掲、第3期教材集『キャリアデザイン』58～59頁、は山口が既に実施していたマンダラチャー
トの効果を第3期教材集を準備する勉強会で聞き、関心をもった授業担当者たちの総意で導入す
ることとなった。近年のマンダラチャートのキャリア教育への導入については、内海房子・櫻田
今日子・佐伯加寿美「「女子大学生キャリア形成セミナー」の開発─ロールモデルが創るキャリア
教育のしくみ」（『公益社団法人日本工学教育協会　平成28年度工業教育研究講演会講演論文集』　
2016年）84～85頁参照。
33 例えば、本学幼児教育学科の教員としてキャリア教育の立場から集会を分析した京免徹雄「短期
大学における特別活動法を応用した学生生活支援─アセスメントに基づくクラス集会の実践」（『日
本特別活動学会紀要』21　2013年）61～70頁参照。
34 学生生活部が実施するアドバイザー業務研修を2016年度から教養・キャリア教育委員会の共同事
業と位置づけ、同委員会の委員となっている学生生活部員や学生生活部長と連携を取りながら準
備してきた。例えば、国際コーチ連盟認定アソシエイトコーチの木須八重子氏を招いて2年連続
でコーチングの講習会を年度末に実施した（①2016年3月1日実施、②2017年2月4日実施）。ま
た2019年2月27日（水）14：00から531教室において、学生生活部・ＩＴ委員会と協力して「キャ
リア教育を活かしたアドバイザー活動へのインフォメーション」と題した啓発講演を桑野が行っ
た。
35 2016年12月16日に教養・キャリア教育委員会から提出された起案「本学のキャリアデザインⅠの
中長期的計画への支援のお願い」は、同年12月19日付で決裁され、2017年2月8日の主任教授会
で理解を求めたが、各学科主任からは学科がキャリアデザインⅠの実施を担うことの意味を正し
く理解してもらうことはできなかった。
36 教養・キャリア教育委員会2019年度ＰＤＣＡ表、規定項目2-①「大学・短大各学科の「教養・キャ
リア教育カリキュラムマップ」を12月までに作成し、次年度向けホームページに掲載する」とし
ているが、目標としていた中間チェックの時期（第3回委員会実施日、9月26日）の時点では、大
学の食物栄養学科や短大の地域創成学科で検討が行われているものの、他の業務や協力支援体制、
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本計画の必要性の理解などから進捗状況は芳しくない。
37 キャリアデザインⅠの授業担当者は、近年これまでの本学のキャリア教育の取り組みを学外に発
信することで、客観的な評価と課題の見直しを試みている。例えば、2018年12月9日（日）に早稲
田大学で開催されたポスターセッションに参加し、多くの大学のキャリア教育担当者と具体的な
授業実施から運営体制の整備の問題まで、幅広く意見交換する機会を得た。発表内容は、代表報
告者　安田純子、他8名「大学におけるキャリア教育─郡山女子大学の例として」（『日本キャリ
ア教育学会第40回研究大会　研究発表論文集』日本キャリア教育学会第40回研究大会実行委員会　
2018年12月7日）202～203頁参照。
38 学生生活部の実施する学生生活アンケートの結果は、本学のグループウェアのファイル管理、
学生生活部（公開）内の「学生生活アンケート」において平成26年度から結果が掲載されている
http://work.koriyama-kgc.ac.jp:8080/gsession/common/cmn002.do。該当する設問は、Q21「本学は、
将来の進路について考えさせる教育が、充実している。」である。

